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感情の 名詞 を用い た文の 意味構造

佐 藤 規 祥

1． 本論 で は ，

「
感情の 状態 」 を示 す名詞 を述 語に した統語構造が ， どの よ うな

意味論的制約の 下で 成立 し得 る の か に つ い て 考察す る 。 は じめ に ， 統語 レ ベ ル

に お け る意味構造 の 役割 に触 れ ， そ の あ と具体 的 な問題 点 を検 討 す る 。

2． 文の 統語構造の 類型 は ， そ れ を成立 させ て い る 述 語 の 文法 形 式 の 特微 に

よ っ て ， 人称文／無人称 文 ， 能動文／受動文 な どの よ うに 分類 され る 。
この よ う

に 形式的 な 特徴に 基 づ い て
， 統 語構造 を類型 化す る こ と は ， 互 い に 対 立 して い

る文 に 特徴的な意味の 相違 を知 る の に 役立 つ （UeMTtuH　 161； 30、：oToBa 　 1970：

180）。 例 え ば
， 次 の 二 文 は

，
そ れ ぞ れ 人称文 （主格主 語＋ 形容 詞述 語） に 対

す る無人称 文 （与格＋ 述語副詞） とい う点で 形式 的 に対立 して い る 。

　（1） Of｛a　rpyCTHa ． （人称文）　
「
彼女 は悲 しげだ 」

　（2） Etl　rpycTHo ．　 （無人称文）　
「
彼女 は 悲 しい 」

　更 に （1）の 形容 詞 述語 の 文 に 対 して
， （3）の 動 詞述 語の 文 （主格主 語 ＋動詞述

語）が形式的に 対立 して い る。

　（3） OHa　rpyCTHT ， 「彼女 は悲 しん で い る」

　上記 の 三 つ の 文 は，
Zolotova （1987 ：684） の 主張す る よ うに

， 統語構造 は

異 な っ て い る が
， 意味内容 の 点 で は

『
同義 CMHOHHMMHHOCTb 』 で あ る と考 え ら

れ て い る。 また 単に 文法形 式に お い て 対 立 して い る の で は な く， 微妙 な意味 の

対立 も同時 に存在 して い る 。 この よ うな文の レ ベ ル で の 意味の 対立 は
， 個 々 の

語彙 的意味の 相違が 関係 して い る と い う よ りは ， 統語 レ ベ ル で機能 して い る意

味の 特徴が 実現 させ て い る 。

　 こ の よ うに統語 レ ベ ル で 意味の 対立 す る文は ， 必 ず し も形式上 の 相違 を前提

と しな い
。 その よ うな 意味の 対立 は ，

一
般 に 次の よ うな文法的 に 同型 の 構造 の

文 （主格主語 ＋動詞現在三 人称単数） に お い て も見 られ る 。

　（4） iMaTb 　BOXHyeTcH ． 「
母は 興奮 し て い る」

　（5） Mope 　BO 。IHyeTCfl． 「
海は波立 っ て い る」

　 こ れ ら二 つ の 文が
， 語彙的意味の 相違 とは別に

， 統語 レ ベ ル で異な る意味の
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要素 か ら形成 されて い る とい う考 え方 は， それぞれの 文 が同 じ文法構造 に な る

よ うに
， 別 の 形 式の 文 で表 した場 合に 意味 を持つ

。 30」iOTOBa （1982 ：206） の

例 を参考 に して ， 次の （6×7）の 文 を対比 して み た い
。

　（6） MaTb　B　BOAHeHMH ． 「母 は興 奮 し て い る 一1

（7）＊

tMope 　B　BO ，IHeH ”H．

　例文  は B ＋ 前置格形の 名詞述 語か ら形成 され ， （4）と同義の 適格な 文で あ る 。

他方 ，   の 文を 同様の 形 式で 表 した例文（7）は不適格 に な る 。
こ れ は ， それぞ れ

の 主語 の 名詞が 示 す意味 の 相違 が ， 文 の 適格性 に影響 を及 ぼ し て い るか ら と考

えられ る。

　 こ の よ うに 適格な文 の 成立 に は ， そ の 文法構造 と意味構造 とが重要 な役割 を

果た して い る と言 える 。
こ れ に つ い て は

，
こ れ まで も繰 り返 し議論 され て きた

が ， 具体 例 に 則 し た 研 究 の 進 展 が 望 まれ て い る （AilpecAH　 l971； 30，noToBa

1970
，
1982， 1987；UeiiTulMH）。

3． こ こ で は
， 先の 例文（6）の L名詞主格 ＋ B ＋ 名詞前置格］型 の 名詞述語 を用 い

た 文 を議論 に 取 り一ヒげた い 。 こ の 文 に は ， Ue曲m 咄 ， 30』oT エ）Ba （1988）か ら分

か る よ うに ， 様々 な意味の 名詞が 現れ る 。 中で も こ こ で 検討 の対 象 とす る文 の

型 は ， 主格 主語の 名詞が感情 の 主体 を表 し， 述 語の 前置格形 の 名詞が
「
感情の

状態 」 を表す 事例で ある。 先の 例文  と同 じ意味構造の 文に は ， 他 に も以下の

（SKD 〜  の 通 り， 多 くの 感情 の 状態 を意味 す る名詞 （以下 に お い て は 単 に 感情

の 名詞 と称す る ）が 述語 と して 現れ る 。

i

　（8）   ”pocTb
「激 怒 1   　6e田 e ］lcTBo 「激怒 」   Bo3My 【ueH｝lc

「
憤慨」

  06M ，qa 「立 腹 」   pa3apaH〈eHMe
「
癇 癪 」   y＞f〈　ac 「

恐 怖 」   yrtHB．qeHHe
l
驚嘆」   cMy 【ueHHe

「
当 惑」   M3yMJIeHMe

「

驚 愕 」   BOCXMLIIeHHe 「
恍 惚 」

  yMM．ler｛ne 「感動 」   paAocTb
「歓喜 」   pa3エ）LiapoBaHHe

「失望 」

  BocTopF
「
感激 」   Mcnyr 「驚愕 」   Bo ，IIIeHMe 「

興 奮 1   TpeBora 「
不 安 」

  6ecm 輔 cTBo 「心 配」   yB』eqeHHe 「
夢 中 1   cTpax 厂

恐 怖 」   ne ・la，itb

「
悲嘆 」   oT ・laAHMe 「

絶望 」   HeronoBaHMe 「
憤怒 」   AocaAa

「
遺憾」

  repe 「
悲哀」   T。CKa 「

憂愁」   JIH）60Bb 「恋愛 」

　上 の （8）に お け る B ＋前置格 形の 述語 を 形成 す る   の 名詞 Hpoc
’
Fh

「激怒 」 に は ，

対応す る 動 詞 pa［S／，AP ”ThCA 「激怒 す る」 が 存在 す る。 従 っ て ， 上 の （8｝  〜   は

例文（4）と  の 関係 と同様 に
， 以下 の （9＞  〜   の よ うに 順 に対応す る動詞 を述 語

に した 同義 の 文 で 表 す こ とが 可能 で あ る 。
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　    pa3bflp”TbcH （1）　6ecMTbcH（ED　Bo3Myll ．laTbcfi   　06M ＞KaTbcfl

  pa3nPa＞KaTbcH   　y＞f〈acaTbcfl   　YIC目B」HTbcfi   　cMyll ［aTbcfl

  H3yM 」TflTbCfi   　BocxHUraTbcH   　YMH．1”TbCH   panOBaTbcfi

  pa30ttapoBb【BaTbcH   BocTOpraTbcH   nyraTbc 列   BO ，IHOBaTbcH

  TpeBOMY 」TbcA 　 Pm　6ec”oKO レiTbcH   　yB．neKaTbcfi 　 OP　cTpaLLIMTbcfi
  neyaanThcfi   　OTqaMBaThCH   HefOπoBaTl，   」［oca ！lOBaTb　 OS　rOpeBaTb
  TOCKOBaTb   ．IK）61iTb

　 この よ うに
， 意味の 上 で 対応す る感情の 名詞 と動詞の 両者が 存在すれ ば ， そ

れ ぞれ を述 語 と した 同義 の 文 が 規則 的 に成立 す る は ずで あ る 。 しか し なが ら ，

そ れ に 反 す る 例 は 少 な か ら ず見出 さ れ る 。 例 え ば， 以 下 の よ う に 動詞

cogyBcTBoBaTb 厂
同情 す る」 を 述 語 に し た 文 （10）と 同 義 で ， 対応 す る 名 詞

cou＞
・BCTBHe 「

同情 」 を用 い た 文  は ， 不 適格 に な っ て し ま う。

　   　OH　coqyBCTByeT ，
「
彼は同情 して い る」

　（1D ＊OH　B　COtlYBCTBMH ．

　 こ の ように感情の 名詞 を用 い た文 で あ っ て も， 次 の   〜   の 名詞 を用い た場

合 は不適格 で あ る とされ る ♂

　（12）   co ・1＞1
’
BcTBHe 「同 情 」   co ｝Ka ．leHHe

「
残 念」   cocTpanaHMe

「
同情 」

  rpycTb 「
憂鬱 」   TpeneT 「不安 」   「〔〕p」loCTb

「
誇 り」   po60cTb

「
臆病 」

  HeHaBlicTb 「
憎 悪 」   peBHocTb

「嫉 妬」   3aBHCTL ，

「羨 望 」   TpycOcTb

「臆病 」   Ma ．IOCTb 「
残念」   60A3Hb 厂

恐怖 」   CTblバ 恥 」

　 この よ うに適格 な文を成立 させ る名詞（8）  〜   と比 べ る と
， 不適格 な文に す

る名詞    〜   は少 な い が ， 単な る例外 とは認 め られ そ うに な い 。

　 以上 の よ うに感情の 状態 とい う共通の 意味 を持つ 名詞で あ りなが ら
， あ る場

合 に は適格 な文 を成立 させ る に もか か わ らず ， 別の 場合に は不適格の 文に な っ

て し ま うの は何故だ ろ うか
。 それが 単 に個 々 の 語彙レ ベ ル で慣用 的に 定着 して

い る だ けな らば ， 構造 的な 要因 は関与 して い な い で あ ろ う。 しか し， 名詞 の 形

態 に は直接的 に は現れ な い 区別が
， 対応す る動詞の 特徴に は 見出せ る可能性 は

ある 。 以下 に お い て は ， 問題 の 文の 適格 性 を左右 す る要因 に つ い て ， 形 態論的

お よ び意味論 的な観点 か ら検討 した い
。 文 の 適格性に 着 目す る こ とは ， 統語構

造 が 単 に形式的 な法則 だ け に よ っ て 成立 し て い る の で は な く， 構造的に働 く意

味論的な 要因 も関係 して い る ，
と い うこ と を示 す意義が ある

。

4． 先 の 文（4）と  とを同義 と見做す考 え 方 は ， 繰 り返 し提 示 され て きた 。 そ し
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て ， その 名詞述語 に は感情 の 名詞で あ っ て も， 表 し得な い もの が 存在す る こ と

は ， Ue員T甜 H に よ っ て早 くか ら指摘 さ れ て い た 。 だ が ， そ こ に どの よ うな制約

が働 い て い る の か に つ い て は ，
こ れ まで議論 され なか っ た

。

　 こ こ で まず参考 に な る の は ， i・IOPLaHCKafl（1970：5） の 説で あ る。 彼女 の 説

に よ る と ， 感情表現 の 述語 は
『
感情の 状態 HyBCTBO −cOCT 〔〕”HHe 』 と

『
感情 の 態

度 uyBCTBC ）
・OTHO 【ueHHe 』 とを意味 す る もの が 区別 され る。 す なわ ち ，

「
感 情 の

状態 」 とは喜び ・悲 しみ ・怒 り ・恐れ ・驚 き とい う狭義の 意味で の 感情 を表す

もの で あ るの に対 して
，

「感情 の 態度 」 と は ， 愛情 ・憎 しみ ・尊敬 ・軽蔑 ・同

情 ・信頼な ど と い う感情 を態度 に 表す 語で ある と した 。 そ の 分 類 に よる と ，

「感情の 態度 」 を表す と さ れ る cocTpanaHHe
「
同情 」，

　 IleHaB 員cTb
「憎 しみ 」 を前

置格形 の 述語に した文 は， 先 の 例（12）    に 示 した通 り， 不適格に な る よ うで あ

る 。
こ れ に対 して ，

「感 情の 状態 」 を表 す と され る 多 くの 表現 が例     に 見 ら

れ る 通 り ， 適格 な文 を成立 させ る。 しか し，

「
愛情」 を表す 名詞 ．ifH）60Bbは

，

（8＞  の よ うに 適格 な文 を成立 さ せ る
一

方 で ，

「
悲 しみ 」 の 意味 に 分類 され て い

る cogyBcTBoBaTb に対応す る名詞 は ， （IDの よ うに 不適格 な文 に な る 。

　 こ の よ うに
， 感情 を

「
状態 」 と

「態度 」 とに二 分 す る とい う類別 の 仕方 自体

は無視で きな い が
， 個 々 の 語 の 分類 の 仕 方は動機付 けが 明確で な い とい う問題

が あ る 。 また名詞 6〔｝A3Hh と CTpax は
，

「恐 れ 」 を意味 す る類 義語 で あ る が ， 次

の 通 り  の 文 が適格で あ るの に対 して ， 他方 の   の 文 は不適格で あ る 。

　（13） OH　B　CTpaxe ． 厂
彼は 恐 れ て い る 」

　（14）　＊OH　B　60只3H｝｛．

　 こ の 様 に 類義語 で あ っ て も， 統 語 レ ベ ル で は相違 が 現 れ る の で ， 意味論的 な

類別 の 基準 を構造的 に 明 らか に す る必 要が ある。 以上 の 問題点を考慮 に入 れ て ，

1・IOPAaHcKa” の 類別法 を再検討 した い
。

5． 上 述 の よ うな統 語 レ ベ ル で 現 れ る適格性の 相違 は ， 名詞 の 語彙 的意 味 の 問

題で は な い と思わ れ る が ， 対応す る動詞に は統語 レ ベ ル で 相違が現 れ る可能性

が ある 。 そ こで ， 上 の 文（13×1のと同 じ動詞を用 い て ， 生格補語 （下線部） を付加

した 文 を見て み た い 。

　（15｝ 且函〕qb 　CTpa 山 nTcH Ω塑 ． 「娘 は 父 を怖 が っ て い るJ

　（16） AeHb　60HTcfi　ua ．　　
「
娘 は父 を恐 れ て い る」

　 こ こで 用 い られ て い る動詞 609TbCA
，
　 CTpalliHThCA の 形態論的相違 を見 る と

，

（15＞の 自動詞 cTpalll 阿Tbc 日 に は cTpau ［uTb 「
怖が らせ る 」 と い う使役の 意味を持 つ
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他動詞 が存在 す るの に対 して ，   の 自動詞 60”TbCfl に は 同様 の 他動詞 が 存在 し

な い
。

こ れ と 同 様 の ， 感情 の 動詞 に 見 ら れ る 形態論的 な 制約 に つ い て
，

JloMTeBが 詳 し く分 析 し て お り， 注 目に 値 す る 。 彼 は感情の 動詞に は ， 使役の

意味 を持つ 他動詞 と対 に な る もの と
， な らない もの とが ある こ とに着 目 して ，

それ らの 動詞 か ら形成 され る文 を二 類 に分 けた 。 そ こ で の 彼の 関心 は ， 使 役 の

意味を表す文 の 類型 を分類 す る こ とに あ っ た の だ が
，

こ こ で は便宜上 ， 動詞の

形態上の 区別 を基 に 類別す る 。 そ れ に よ る と
， 感情 の 主体 が 主格主 語に 現れ る

（始発 ）文か ら は ， 次の 手順 を経て ， 使役の 意味 を表 す文 を形成す る こ とが で

き る 。 まず始発 文の 補語 を主 格主 語の 位置に 移動 し， 次 に 自動詞 を後 接辞一Cfl

の な い 他動詞に 換 え， そ して， もとの 主格主語 を対 格に す る と ， 使役文が 形成

され る 。
こ の よ う に して使役文 を形 成す る動詞 を仮 に

一
類動 詞 と称 す る 。 これ

に対 して ， 動詞の 形態論的制約か ら同様の使役文が形成さ れ ない こ とが あ る 。

こ の 場 合の 動詞 を仮 に 二 類 動詞 と称 す る ♂ 先 の 文（15）の 場 合， 次 の 使役文働 が

成立 す る （下線部は（15）に お ける補語）。

　（1了） yO！9U　CTPaLLIKT 　noqb ．
「
父 は娘を怖が らせ て い る」

　 上 の 使 役 文（17｝に お い て ， 主格主語 OTell 厂父」 は感情 を引 き起 こ す
厂
原因」

を意味す る名詞 で あ り， 感 情 の 主体 を示 す名詞 no ・lb
「
娘 」 は ， 常 に 対格補語

と して 述語動詞に 支配 され る。
こ れ に対 して ，

二 類動 詞 を用 い た文（16）か らは ，

動詞 の 形態論的制約 の た め に ， 同様の 使 役文 は成立 しな い 。 他の 二 類 動詞 の 例

をあ げ る と， HeHaBM 皿eTb 「嫌 う」 を用い た文（18）か らは ， 動詞の 形 態 を換 え るだ

けで は使役文 が形成 され な い
。 名詞の 位置を換え るた め に は ， （19）の 文 の よ うに

対 応 す る形 容詞述語 HellaBHCTeH
「
嫌 い 」 を 用 い な けれ ば な らな い

。 だ が こ の

場 合， （19）の 主格主語 の 名詞 蝉
1
隣人 」 は ， 与格の 主体 OTuy 「

父 」 の 抱 い て

い る感情の 直接的な 原因 とは限 らず， む し ろ感情 の 向 け られ て い る対象を意味

して い る と言え る 。

　（18） OTell　HeHaBM 廻 T 蝉 ． 「父は 隣人 を嫌 っ て い る 」

　（19） C哩 OTuy 　HeHaBMCTeH ． 「父 は 隣人 が嫌 い だ 」

　 こ の よ うな類別が 実 際に どの よ うな意義 を持 つ の か に つ い て ， JIOMTeBは議

論を展開 しなか っ た 。 た だ ， 彼 の 類別法 に従 うな らば ， ［名 詞主格 ＋ B ＋名 詞前

置格］型 の 文の 述語 と して 現 れ る 名詞 に対応す る動詞    〜   が一 類動詞 に 相

当す る もの で あ る こ とが 分 か っ た 。 以 下 に     〜   の 対応す る他動詞 を記 す 。

　（2    pa3b 月pATb   6ecMTb   Bo3MY ．　LuaTb   　06 ”maTb   pa3八pa膃 Tb

  y＞1〈acaTb （D　ynMB」IHTb   　cMy ［llaTb   　M3YMMfiTb （1D　Bocxuu ！aTb

一 49 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

佐藤規祥

  yMHnaTb   　paAoBaTb   pa30豐apoBblBaTb   　BocTopraTb   IlyfaTb

  Bo 調HoBaTb （b　TpeBomMTb   　6ecnoKoMTb   yB諏eKaTb   cTpa 田 HTb

  ILega ，AHTb

　上記 の 例 に 対 して ， 使役形 を持た な い 以 下の 二 類動詞 は， 適格な文 を成立 さ

せ な い a2＞  〜   の 名 詞 に 対応 す る もの で あ る こ とが 明 らか とな っ た 。

　（2D   　couyBcTE ］oBaTb ／coqyBcTBMe   　co ＞Ka ，neTh ／co ＞｝｛aneHHe

  cocTpaAaTb 　／　cocTpa 」laHMe   rpycT ｝1Tb ／rpycTb   　TpeneTaTb ／TpeHeT

  ropnmhc ” ／PopAocTb   　pO6eTb ／pO60cTb （8）　HeHaBM ．qeTb ／HeHaBHcTb

  peBHoBaTb　／　peBHocTb   3a跚 oBaTb ／3aBHcTb   TpycMTb ／TpycocTb

  ＞Ka ．leTb ／＞Ka 、loc
’rb　 qli　60flTbcH／60A3Hb   　cTblAHThcA 　／　cTblA

　た だ し適格 な文 を成立 させ る名詞　（8）  〜   に 対応す る二 類動詞が ， 次の 数

例確認 され る 。

　（22）   oTqaHBaTbCA ／OTqaHHMe   HerO双OBaTb ／HeFo ，loBaH｝ie

  八〇ca 」loBaTb ／nocana   1℃peBaTb／rOpe　 OP　TocKoBaTb ／TocKa

  踟 6HTb／照 ）60Bb

　以 上 の例か ら， 確か に（8）の 文 を成立 させ る名詞が ， 対応 す る動詞の 形態論的

特徴 と関係が あ る こ とは疑 い な さそ うで あ る 。 けれ ど も， 自動詞 が使役 の 意味

を示 す他動詞 を対 に 持つ こ と と， 対応す る名詞が B ＋ 前置格形の 述 語 と して 文

を成立 させ る こ と との 問に は， 直接的 な関係 が あ る よ うに は思 えな い
。 それ に ，

二 類 動 詞 に 対応 す る名詞 に も同様 の 述 語 に な る もの
， （8＞  Her （）．qOBaHHe ，  

、Toca八a ，   T 〔〕CKa な ど も存在 す るの で ， 動詞 の 形態論 的 な特徴 だ けが ， 名詞 の

統語 レ ベ ル で の 制約 に 関係 して い るの で はな か ろ う。 そ こ で
，

一 類動詞が どの　　 ．

よ うな共通 した 特徴 を他 に 持 つ の か ， そ して ，
二 類動 詞に 働 い て い る形態論的

な制約 に は どの よ うな 要因が他 に も関係 して い るの か
， 更 に 考 えて み た い

。

6
，

一類 動詞 と二 類 動詞 とを類 別す る特徴 として ， 他に も完了 体の 有無 と い う

点が指摘で き る 。 す な わ ち
一

類動詞 に お い て は ， 完了体 と不完了体の 対立 が 認

め られ るが ，
二 類動詞に お い て は

一
部の 例外 を除 くと

， その 対立 が認 め られず，

不 完 了体 だ けが 現 れ る の で あ る 。 そ して 1
’
，nOBMHcKaH （92） に よ れ ば ， こ の 場

合の 完了体動詞 は ，

「（ある感情 ） に な る ，

〜 し出す 亅 とい う 『
状態の 始発』 の

意味 を示 して い る 。 先 のω の
一

類 動詞の 完了 体を以 下 に記 す 。

　    pa3
・
bHpHTb   　B36ecHTb   　Bo3MyTMTb （ID　06MneTb   　pa3，IPa｝K　MTb

  y ＞1〈、aCHyTb （D　yaHB ｝iTb   　CM　YTUTb   珂3yMHTb   B 。 cXMT 断 b
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  yMMJIHTb   　c｝6panoBaTb   　pa30uapoBaTb   HcHyraTb   B3Bo 護HoBaTb

  BcTpeBo ｝K”Tb   　06ecrloKoHTb   yB』cqb

　
一

類動詞 の うち で
， 不完 了体の み が現 れ る語 は

， 次の 3 例で あ る 。

　（24   BOcTopraTb   　cTpalllHTb   　”ega 」IHTb

　 こ れ に対 して ，
二 類動詞 に は不完了体 の みが 現れ る 。 そ の 中に は（8）  〜   の

適格な文 を成立 させ る 名詞 に対応す る もの が 含 まれ る 。

　二 類動詞 の うち で 不完了体 と完了体の 対が あ る語は
， 次 の 4 例で あ る 。

　（25）   rlo3aBMAoBaTb 　 q］）　cTpycHTb   　llo＞KaneTb   〔）T ・｛aHTbcfl

　 た だ し上 の 4例 は ，

一類 動 詞の よ うに 完了体が 状態 の始発 を意味す る こ とは

な い 。

　以上 の よ うに ， 感情 の状態を意味す る動詞 は ， 体 と態 の 特徴 に つ い て
一

類 と

二 類 に類別 され る 。

7
． 動詞 の体の 区別 と関連 して

， 名詞 の 場 合に も統語 レ ベ ル で 興味深 い 現 象が

観察 され る 。 す な わ ち
一一

類動詞に 対応 す る名詞 は ， UevaTnHH（167）が指摘す

る よ うに ， IIPHtlTH　 B ＋対 格形 「（あ る 感情 ） に な る ，

〜 し出す 」 とい う状 態 の

始発 を表す 統語構造 を形成す る
。

この 構造 はち ょ う ど
， 対 応す る 完了体 動詞で

表 され た文 と近 い 意味 に な る。 例 え ば， 次の 例文  と  を対比す る。

　  OH 叩 M田軌 BAPOCTb ．
「
彼は激怒 し出した 」

　  　OH　pa3bHP”nCA ．　　
「
彼 は 激怒 して し ま っ た 」

　こ の 構造 を形成す る名詞 は， 次の
一

類動詞 に対応 す る もの   〜   で あ る 。

　（28）   叩 ocTb   　6eLlleHcTBo  　Bo3MYLUeHLIc   　06H 」La （5）　pa31LPa＞KeHHe
  y氷 ac   　Y」tnB．leHHe   　cMyu 　leHnc （S）　M3yMJIeH 目e   　Bocxml ．LeHHe

  yMH ，leHne   pa丑ocTb   　pa309apoBaHHe

　従 っ て上記の 名詞は ， 状態を示す不完了 と状態の 始発を示 す完了 とい う， 次

の よ うな統 語構造 の 対 を形成 して い る こ とに な る。

　  OH　6bm　B　fipocTva．　 ／0 日 pa3
’
b 珂pA”lcfit 不完了体 （状態 ）

　（30） OH 叩 H［U6n 　B　ApOCTb ．／OH　pa3
・
hHp ”nCH ． 完 了体 （始発）

　た だ し，
この よ うな完了 の 意味 を示す文  の 形成 は ，

一
類 動詞 に 対応す る名

詞の 全て に可 能で あ る訳 で はな い
。 以 下 の 名詞 を用 い た 文 は Ai！peCflH （1971 ：

28），
LleM“　T．rmH （168）及 び ロ シ ア人 イ ン フ ォ

ー マ ン トに よ る と不適格 で あ る と

され る 。

　（30   hcHyr   Bo ．IHeHlie   TpeBOra   6ec囗oKO 荷cTBo   yB諏eqeHHe
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  CTpax   　Reqanb

　 こ れ ら の 名 詞 が 受 け 入 れ ら れ な い の は
，

こ の 構 造 の 文 で は
，
AnpeCHH

（1971 ：28）の 主張す る よ うに
， 感情の 度合い が 『

強い 』 こ とが表現 され るの

で ， そ の 意味で 不 自然 に 感 じ られ る語が 用 い られ な い か らで あ ろ う。

　他方の 二 類動 詞 に 対応す る名詞（12＞  〜   を用 い た文 は ， （8）の 文 を成立 す る名

詞  〜   も含め て ，
い ずれ も不 適格 に な る 。 例 え ば次の 文（32）は 不適格 に な る

。

　（32）＊OH　npM 田 6Jl　B　cogyBcTBHe （Aocany ，
　ToCKy ）．

　た だ し， 次の 二 類動詞 に対応 す る名詞だ け は， 適格な 文（33＞を成立 させ る 。 両

者 と もに（8）の 文 を成立 させ る 名詞     で あ る 。

　（33） OH 叩 Mu．le．7　B　oTyaHHple 　OHeronoRaHlie）． 「
彼 は絶望 （憤慨） した 1

　 どち ら の 名詞 も強度 の 感情 を意味 し得 るの で ， 自然な 表現 と して 受 け入 れ ら

れ る の で あ ろ う
。

　以 上 の こ とか ら言 える こ とは ， 感情 の 名詞 は対応 す る動詞 に体の 対が あれ ば ，

完了 と不完了 の 意味 を示 す統語構造の 対（29×30）を成立 させ る こ とが可能で あ るが ，

そ の 動詞 に 不 完了 体 しか な けれ ば， 完了 だ けで な く， 不完 了の 意味 を示す統語

構造 をも成立 しな い とい うこ とで あ る 。 しか し，
こ の よ うな形式 的な制約だ け

で は ， （3D（33）の よ うな事例 の 説明 は で き な い 。 実際 に は ， 個々 の 語の 持つ 意味の

役割 も強 く働 い て い る か らで あ る。

　しか し何故 ，
二 類動詞 に 対応す る 名詞が ， 不完了体動詞 で 表 した文 と同義の

名詞述語の 文を成立 させ る こ とが で きない の か
， とい う疑問が まだ 残 る 。 また

それ だ けで は な く，
二 類動詞 に 対応す る 名詞（8）  〜   で あ っ て も ， 以下の 文 

を成 立 さ せ る こ と に も配慮 す る必要が ある。

（300H 　B　 oTHaHHMH （HeroA （〕BaHPiH ／AocaAe 　／　Pope ／TocKe ／．nKi｝6BM）．

　そ して ，
こ れ らの 名詞が

一
類 動詞 に対応す る名詞 と， どの 点で 共有す る意 味

を持 ち 得 る の か に つ い て 説明 しな けれ ばな らない
。

8． そ こ で
， 原 因 の 意味 を表 す前置詞 OT あ る い は u3 と感 情 の 名詞 との 結合の

仕方を調べ た と こ ろ ，
こ れ らの 名詞 を二 分 す る現 象が あ る こ とが分か っ た 。

つ

ま り，

一
類動詞 に 対応 す る名詞 は ， 次の   の よ うに 前置詞 OT との み 結合 して ，

「
〜 の た め に」 とい う原因の 意味を表す 。

　（35） n．AaKaTb 　oT 　panocTH 〔AnpecfiH　H　np．1997： 145）「
喜びの あ ま り泣 く」

　 この よ うな例は ， 次 の 名詞に 見 られ る 。

（36）   ”pocTb   　6e田 cHcTBo   　pa3nPameHMe   y＞Kaca   　YllHBuleHHe
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  cMyLLIeHMe   　M3yM 」leHHe   BOcX 職 e朋 e   yM期 e醗   paAOcTb

  BocTopr   Mcnyr   Bo 凋He 翩 e   　yByleqefme   cTpax

　上記 の 名詞 は
＊

M3 　ApocTld （A叩 ecflH　M　np ．1997；145）の よ うに 前置詞 H3 と結

合す る こ とは ない
。 た だ， 稀 に 次の 様 な表現 も可能な場合が ある 。

　（37＞ H3　cTpaxa 　Ha 朋 caTb 　noHoc （A 叩 ec 珊 照 p．1997） 「恐怖 か ら密 告 を書 く」

　AnpeCfiH（1997： 145）の 解説に 従 う と， 前置詞 OT と結合す る名詞 は ， 感情

の 主体の 意志や理 性 に よ っ て制御 され ず に ， 無意識的に また は反射的に ひ きお

こ さ れ た感情 を表す もの で あ る 。 これ に 対 し て ， 前置詞 H3 と結合す る名詞 は ，

感情 の 主体 の 意志や 理性 に よ る 制御 を受 けて
， 意識的 に も持続 し得 る感情 を表

す もの で ある 。
つ ま り， 前置詞の 選択 は名詞の 表す意味 に い わ ゆ る

「
意志制御

KOHTpo ．IMpyeMocTb 」 の 意味が標示 され て い るか 否か ， に 関わ っ て い る 。
こ の 点

に配 慮 して 以下の 例 を見 て み る 。

　 次の 二 類 動詞 に対 応す る名 詞 は ， 前置 詞 レ｛3 と の み 結合 し ， OT と結合 す る こ

とは ない （例　
＊3an 」laKadi　oT　coqyBcTBHH − Anpec別 1　M　Ap，1997：145）。

　  　OH　cKa3a ・l　gTo 　H3 　co ・lyBcTBMfi 　K　BaM ．
「
彼 は あな た へ の 同情か らそれ を

言 っ た 」

　 同様の 例は次 の 名詞 に 見 られ る （番号 は例（12）を参 照）。

　    coHyBcTBHe   　co ＞Ka 、lellHe   　cocTpanalme   　ropnocTb

  HeHaBMcTb   　3aBHcTb （D　TpycocTb

　 た だ し， 次の 二 類動詞 に 対応す る名詞 は ， OT と H3 い ずれ の 前置詞 と も結合

す る。
つ ま り， 名 詞 に は意志制御の 標 示 が と くに 固定 して い ない こ とを示 す 。

　ω   peBHocTh   ＞Ka 、locTb   　60A3Hb   vifo60Bb

　 以 上 の もの に 対 して
， 次 の名詞 は OT と の み 結合 し

， 意志制御 を受 け な い 感

情 で あ る こ とを示 して い る。 と くに 下線部の 名詞 は（8）の 文を成立 させ る もの で

あ る点が 興味深 い 。

　ω   OT ・｛aHHHe   W WH　 O　OBa 　lH 　   遡   ［Qpe   皿 鎚   CTb ！」L

　 以上 の 例か ら明 らか な よ うに 二 類動詞に 対応す る名詞に は
， 意志制御の 標示

をす る場合 と， 関係の ない 場合 とが 存在す る 。 そ して ，

一 類動詞 に対応 す る名

詞 と同様 に ， 意志制御 を受け な い とい う意味の 標示 をす る名詞 こ そが ， B ＋ 前

置格形 の 述語 と し て 文を成立 さ せ る もの に相当す る の で あ る 。 この よ うに感情

の 名詞 が OT と H3 の い ずれ の 前置詞 と結合す る か は
， 専 ら語結合上 の 法 則 に

よ っ て 固定 して い る の で は な く， 意志制御 とい う意味の 標 示 に よ っ て 左 右 され

て い る と言え る 。
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こ れ まで の 分析 を表 で 簡単 に 示 す と次の よ うに な る 。

一一一

　 例

可能 な語結 合 対応する動詞
主な意味

B 前置格 B 対格 OT 生格 H3 生格 完 r体

一

　 類

　 8

  〜 

怒 り， 驚 き ，

喜び， 心配

　 12
  〜 11

説 9
  〜    

  〜 

  〜 

一 　
一一

類

  〜 

絶 望 ， 憂愁 ，

悲哀， 恋愛

  〜  一

鰓   〜       〜 

　 12

  〜 

同情 ， 憎悪，

妬 み
， 恐 れ

な し な し
　 

  〜 

     

    〜 
  〜  

二 類

  〜 

  〜 

9． 以 上の 考察 か ら， 感情 の 名詞が B ＋ 前置 格形 の 述 語 と して 現 れ る文 が
， 適

格で あ る と認 め られ る条件 に は
， 次 の （1 ）形態論的制約 と よ り優勢な （II）

意味論的制 約の 二 点 が指摘 され る 。

（1） そ の 名詞に 対応す る感情 の 動 詞が ， JIOMTeBの 類 別 に よ る
一 類 の 特徴 を

有 して い る もの で あ る。
こ の 場 合の 名詞 を述語 と した 文 は

， 対 応す る動詞の 不

完了体で 表 した文 と同義 に な る 。

（II）名詞 また は対応す る動詞の 意味す る感情が ， 主体 の 意志制御 を受 けず に
，

無意識的に また は反射的 に 生じ る もの で あ る 。 この 条件下で は形態論的制約 に

よ っ て 排除 さ れ た二 類動詞 に 対応 す る名 詞 もまた ， 述 語 と して 適格 な文 を成立

させ る こ とが 可能 とな る 。 更 に それ らの 名詞 は ， 原因 の 意味 を表 す前置詞 OT

と結合 す る。

　最後に 統語構造に お ける以 一ヒの よ うな形式 的お よび意味論的制約が ， 互い に

どの よ うに 関係 して い る の か に つ い て 説明 す る必 要が あ る 。

　感情の 動詞や 名詞が示 す 意志制御の 標示 は ， 文 の 成立 に と りわ け重要 な役割

を果た して い る 。 主体の 意志制御が働か な い 感情 とは ， 外部か ら反射的に 引き

起 こ され た場合で あ る。 そ れ ゆ えに ， そ の 感情が ひ きお こ され た因果関係を明

示 す る こ とが で き， 原因 を表 す名詞が 主格主語 とな り， 使 役の 意味の 動詞が 用

い られ る 。
こ うして 反射 的 に 生 じた感情 は始発を意味す る完了体動詞で 表 され

る 。 そ して ， 無意識 的 に 一 時的 に の み存続す る感情 の状 態 は ， 不完了体動 詞で

表 さ れ る
。

ま さ に そ の よ う な状態 を意味す る ， B ＋ 前置 格形 の 名詞 が 述 語 と

な っ て
， 同義 の 文 を表現 す る こ と も可能に な る の で あろ う。 また ， 後 接辞 一CH

を伴 う自動詞形 は， 対格 を除 く様々 な格の 補語 を， 時 に は前置詞 を伴 っ て 支配

し得 るが ， 原因 を示 す こ れ らの 補語 は
， 必 ず し も文 を成立 させ る上 で 不可 欠の
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感情の 名詞を用 い た文の 意味構造

要素で は な い
。 従 っ て こ の こ と も また ， 原因 を示 す語 を と もなわ な い ［主格主

語 ＋ B ＋ 前置格］型 の 文 の 適格性 を強 く支持 して い る と考え られ る 。

　これ に 対 して
， 主体 の 意志制御が働 き得 る感情 と は， 内面で ある程度意識的

に また は理性的 に 起 こ し得 る も の で あ る。
こ れ は， PlopaaHCKaHの 主 張す る

「
感情 の 態度 」 を示 す 語 と関係 付 け られ る 。 感情 が 生 じた 直接 的 な原 因 は 不特

定 で あ る た め に
， 使役の 意味 を表す他動 詞 も

， 感情 の 始発 を意味す る完 了体 も

存在 しな い
。

この よ うな感情 は ， 抑制す る こ と も， 意識的 に 動作を持続す る こ

とも可能で あ り， その 持続の 意味が不完了体動詞に よ っ て表 され る 。 また ， 動

詞 は 対格 を含 む様 々 な格 の 補語 を ， 時 に は前置詞 を伴 っ て 支配 し得 る 。 感情 の

向け られ て い る対象 を示 す これ らの 補語 は ， 文を成立 させ る上 で 主体 との 関係

を示 す た め の 必要 な要 素で あ る 。 従 っ て ， 感情 の 対象 を 示 す補語 を伴わ な い

［主格主語 ＋ B ＋ 前置格］型 の 文が 不完全 に感 じ られ ， 適格性が 失わ れ る。

　 名詞 が 示 し得 る意味 が ， 統語 構造 に どの よ うな制約 を加 えて い るか に つ い て

の議論 は まだ十分 と は言え ない
。 体や意志制御 とい う動詞 に特徴的な意味は ，

必 ず し も動詞 に の み 関わ る の で は な く， それ と意味 の 上 で 対応 して い る名 詞 に

お い て も重要 な役割を果た し， 統語構 造の 適格性 に 影響 して い る と言 え る 。 本

論 で は ， 以上 の こ と を明 らか に す るた め に
， 専 ら感情の 名詞 に の み焦 点 を あて

て 考察 した が
， 更 に これ 以外の 名詞に つ い て も検討す る課題が残 され た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（さ とう　 の りよ し ・ 中東大学）

注

1
こ こ で分析の 対象 とな る語 は ， 1・lopnaHCKaH　 1970 を参考に した 。 また ， 用例 は科学ア

　 カ デ ミー
編 の 辞典 （1948−65） の 他に ， AlrpecAH目 八p．1997

， 3（）．．qoToBa 　 1988
，
　HeliT．．4MH

　 を参考に した 。

　 不適格 な用例 に つ い て は
，
AHpecAH　｝i　np．1997 ，

　UetiT、v｛H の 指摘 を参 考に した他 に ，
ロ

　 シ ア 人 ネイテ ィ ヴス ピ ーカ ー
， 山崎タチア ナ ， CBeT．qaHa 臨 a加 wpoBHa 　 EpMaqKoBa

，

　 TaTb ｝iHa　K）Pl，eB ｝｛a ｝〈eKMn3e 各氏の チ ェ ッ ク を受 けた 。
こ の場 を借 りて ， 深 く感謝 の 意

　 を表 した い
。

　   〜  の 名詞は ， CH．lbHbtM
，
　 r．qy60KHta

，
　 CTpa 田 Hbl画 な どの 強意 を表 す形容詞に 修飾さ

　 れ た場合 に は ， 文の適格性が 強 ま る 。

’ JIOMTeBはそれ ぞれ の 文の 類型 を
一一

類文 ， 類 文 と称 して 区別 した 。

引用文献

A叩 ecslH
，
　 K〕．以。　H　AP．1997．　Ho6b‘d　o6b 兒 CHumenb κ tnddi　 cn 　06aPb 　 caHO κ a．裾 oe 　pycclt

’oa θ

　 Ft3btKa ．　 iMocKBa ：男3blK目 pyccKo薩 KyJlbTypbl ，
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MarOJTbHb]M  va MMeHHb]M  CKa3YeMblM,  B Ci)OPMe {tB  +  HMA  CYLli. B nPeJl.qO>KHOM  ]IaAe>Ke))?

    B  peLlleHml gTopo  Bonpoca  oKa3a.oH  3HayHTeJbHylo  "oMoHb  pa6oTbl F.A.3o,noToBoL"{ H

T.rl.JIoMTeHa, Oco6eHHe no.le3Hbmf oKa3a.qocb c.tte.laHHoe J'IoM'reBbJM pa31Ie.aeHMe
llpelwloHeHHva,  Bblpa>Kato-"x  tlyBcTBa  cy6'beKTa,  Ha  

,IBe
 rpynnbi.  IIapaJI.qembHocTb

MelkJrY  F,AarOJIbHblM  9r MMeHHblM  CKa3YeMblM}l  COXPaHfieTC",  KaK  nPaHM.IO,  B CjlYHae,  KOI"Jla

HMeHHots  
tlacTb}o

 cKa3yeMoFo  cilTy)f(MT MM"  cyltlecTBMTe.atsHoe,  o6pa3oBaHHoe  oT  F.oaroJIoB

IIePBOti IPYfiHbl (fiO KJaCCMdiMKaUHli  .riOMTeBa).  OllHaKO IIO-ltPeMHeMY  OCTatOTCf{

McK,,qK}yeHma, Tpe6y}oltme  o6'bf]cHeHxA.

    nJI" 06rbflCHeHllA  STMX  MCK.JIroileHHM, IIO MHel!Mle  aBTUPa,  C.nelLYeT YL{MTbgBaTb

B03MOwtHeCTb  KOHTPOJA  CY6'beKTOM  gYBCTB,  OMICblBaeMblX  CKa3YeMb[M,
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